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問
　
来
年
三
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

大
型
商
業
施
設
の
起
工
式
が
六
月
七
日
に

行
わ
れ
た
が
、
完
成
に
向
け
て
の
課
題
で

あ
る
市
役
所
前
の
交
通
渋
滞
、
西
側
農
用

地
か
ら
の
砂
塵
の
対
策
は
。
ま
た
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
養
豚
施
設
跡
地
の

多
目
的
広
場
、
市
役
所
が
連
携
し
て
、
市

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
市
役

所
の
公
園
的
要
素
を
生
か
し
て
喫
茶
店
「
む

ー
」
を
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
、
シ
ン
ボ
ル

広
場
の
水
場
を
開
放
、
桜
回
廊
に
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
及
び
多
目

的
広
場
を
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
す
る
な
ど
の

考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
大
型
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
施
設
周
辺
の
道
路
は
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
交
通
整
理
員
の
配
置
や
駐
車
場

の
出
入
り
口
を
分
散
化
す
る
な
ど
総
合
的

な
対
策
で
渋
滞
解
消
を
図
る
。
砂
塵
対
策

は
施
設
外
周
に
中
高
木
を
植
栽
し
、
緩
衝

的
緑
地
を
設
け
る
。
庁
舎
内
の
喫
茶
店
の

活
用
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は
、

行
政
の
枠
を
超
え
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
ど
う
進
め
て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

水
場
は
、
安
全
性
や
管
理
上
の
問
題
か
ら

開
放
す
る
考
え
は
な
い
。
多
目
的
広
場
は
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
を
兼
ね
た
公
園
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
多
く
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
方
向
付
け
を
し
て
い
く
。

（
他
に
「
ご
み
行
政
の
充
実
に
つ
い
て
」

「
遠
距
離
通
学
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　
問
　
市
民
に
は
市
の
自
立
性
を
高
め
る

財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
や
方
向
性
が
見
え

な
い
ば
か
り
か
、
昨
今
の
財
政
状
況
の
厳

し
さ
が
未
だ
認
識
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
財
政
の
窮
状
や
こ
れ
か
ら
の
行
政
の

あ
り
方
、
方
針
等
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
う
。

困
窮
、
激
動
、
大
改
革
の
時
代
の
今
こ
そ
、

窮
状
や
将
来
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
に
示

す
こ
と
が
行
政
の
説
明
責
任
で
あ
り
、
市

が
目
指
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

と
き
、
市
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
な
け
れ

ば
協
力
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
市
は

堂
々
と
窮
状
を
訴
え
、
将
来
も
安
心
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　
答
　
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
先
の
見
通
し
が
困
難
な
た
め
、
中

長
期
的
な
自
立
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は

財
政
面
だ
け
で
も
大
変
難
し
い
が
、
こ
の

様
な
時
こ
そ
自
立
計
画
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
立
に
必
要
な
効
率

的
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革

の
更
な
る
推
進
と
と
も
に
、
事
務
事
業
評

価
制
度
の
定
着
や
職
員
評
価
制
度
検
討
委

員
会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
一
つ
ひ
と

つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
計
画
策
定
を

進
め
て
い
る
。
説
明
責
任
の
考
え
方
と
し

て
は
、
結
果
以
上
に
そ
れ
に
至
る
道
筋
や

過
程
の
説
明
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

（
他
に
「
Ｊ
Ａ
あ
や
せ
農
産
物
集
出
荷
場

に
つ
い
て
」「
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

「
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
先
日
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・

二
九
％
と
発
表
さ
れ
た
が
、
晩
婚
化
が
進

み
、
子
ど
も
を
産
ま
な
い
女
性
の
割
合
が

増
え
た
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
第
一
子
出
産

を
機
に
離
職
す
る
女
性
の
割
合
が
七
三
％

と
の
結
果
も
出
て
お
り
、
子
ど
も
を
産
ん

で
も
離
職
せ
ず
に
相
互
に
助
け
合
え
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
必
要
と
考
え

る
。
希
望
が
多
い
保
育
時
間
延
長
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
可
能
に
な
り
、
子
育
て
世
代
と

異
世
代
と
の
交
流
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
効
果
も
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策
と

し
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

女
性
の
社
会
参
加
の
増
大
な
ど
で
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
保
育
所
が
担
う
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
育
児
や

介
護
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援
助
を
行

う
人
が
登
録
し
、
地
域
に
お
い
て
相
互
に

助
け
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
に

つ
い
て
は
、
ま
さ
に
地
域
福
祉
の
推
進
に

よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
幅
広
い
協
力
の
中
で
実
施
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
導
入
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
学
童
期
の
親
の
子
育
て
相
談
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の
乗
降
口

は
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
と
高
く
、
歩
道
の
な

い
所
や
車
道
と
歩
道
の
段
差
が
な
い
所
で

は
、
導
入
し
て
も
乗
降
し
に
く
く
、
市
内

路
線
バ
ス
の
一
部
で
は
、
現
在
あ
る
乗
降

ス
テ
ッ
プ
を
下
げ
る
装
置
が
か
え
っ
て
廃

止
さ
れ
る
矛
盾
も
起
き
て
い
る
。
現
場
の

実
情
を
伝
え
、
国
の
報
告
書
に
あ
る
「
バ

ス
ベ
イ
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
の

補
助
ス
テ
ッ
プ
の
併
用
」
を
正
式
な
基
準

と
さ
せ
、
実
現
ま
で
市
独
自
で
そ
の
支
援

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
当
面
、
小
園

団
地
内
は
バ
ス
停
部
分
を
高
く
し
、
乗
り

降
り
に
危
険
な
歩
道
の
縁
石
を
代
用
し
な

く
て
済
む
よ
う
早
急
に
検
討
し
て
欲
し
い
。

　
答
　
国
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
標
準
仕

様
報
告
書
は
、
市
に
対
し
て
で
は
な
く
、

バ
ス
事
業
者
に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の

と
承
知
し
て
い
る
が
、
報
告
書
で
は
バ
ス

メ
ー
カ
ー
、
事
業
者
の
理
解
を
促
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
る
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
準
及
び
市
独
自
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
見
た
中
で
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
小
園
団
地
内
の
歩

道
は
、
地
域
の
意
見
を
取
り
入
れ
セ
ミ
フ

ラ
ッ
ト
形
式
で
整
備
し
、
昨
年
度
完
成
し

た
ば
か
り
で
、
他
の
地
域
か
ら
の
要
望
も

あ
る
中
で
は
、
小
園
の
バ
ス
停
部
分
の
早

急
な
再
整
備
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
他
に
「
教
育
基
本
法
と
子
ど
も
の
権
利

条
約
に
も
と
づ
く
子
ど
も
観
の
確
立
と
施

策
を
」
を
質
問
）

　
問
　
米
軍
は
、
二
〇
〇
八
年
に
退
役
す

る
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
後
継
艦
に
は
最

も
能
力
の
高
い
空
母
を
望
む
と
し
て
、
原

子
力
空
母
の
横
須
賀
港
配
備
を
否
定
し
な

か
っ
た
が
、
も
し
事
故
が
あ
れ
ば
本
市
に

被
害
の
及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
に
反

対
の
表
明
を
し
な
い
の
か
。
ス
ー
パ
ー
ホ

ー
ネ
ッ
ト
の
配
備
に
つ
い
て
昨
年
九
月
議

会
で
反
対
表
明
を
求
め
た
際
、
ま
だ
正
式

な
情
報
が
な
い
と
し
た
が
、
正
式
に
あ
っ

た
段
階
で
は
既
に
遅
く
変
更
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
も
新
型
の
配
備
が
予
想

さ
れ
て
い
る
が
、
反
対
運
動
を
行
わ
な
い

の
か
。
ま
た
、
市
民
が
爆
音
や
墜
落
の
不

安
な
ど
日
常
的
に
被
害
を
受
け
て
い
る
中
、

米
軍
へ
の
行
事
案
内
は
見
直
さ
な
い
か
。

　
答
　
空
母
の
母
港
化
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
国
と
横
須
賀
市
の
問
題
と
考
え
て

い
る
が
、
艦
載
機
の
騒
音
被
害
等
の
関
係

か
ら
母
港
と
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
今
後

も
働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー

ホ
ー
ネ
ッ
ト
の
配
備
増
強
の
報
道
を
受
け

関
係
機
関
に
確
認
し
た
が
、
正
式
な
情
報

は
な
く
、
早
期
の
情
報
提
供
と
と
も
に
騒

音
問
題
の
抜
本
的
解
消
を
強
く
求
め
て
い

く
。
行
事
案
内
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
基

地
が
所
在
す
る
中
、
米
軍
と
の
円
滑
な
関

係
を
保
つ
こ
と
も
肝
要
と
考
え
、
主
要
行

事
に
招
待
等
を
し
て
い
る
が
、
基
地
問
題

に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。

（
他
に
「
不
足
し
て
い
る
職
員
配
置
を
」

を
質
問
）

●
５
月

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

●
６
月

４
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

８
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

９
日
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

10
日
　
総
務
常
任
委
員
会

11
日
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会

15
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

16
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

18
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編

　
　
　
集
委
員
会

29
日
　
宮
城
県
矢
本
町
議
会
議
員
来
市

●
７
月

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会

27
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

29
日
・
30
日
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会
行

　
　
　
政
視
察
（
青
森
県
三
沢
市
・
三
沢

　
　
　
基
地
）

●
８
月

2
日
・
3
日
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視

　
　
　
察
（
長
野
県
須
坂
市
）

４
日
　
厚
木
基
地
に
関
す
る
要
望
書
提
出

　
　
　
（
防
衛
施
設
庁
ほ
か
）

７
月
21
日
、
小
学
校
低
学
年
の
水
泳

初
心
者
の
児
童
を
対
象
に
水
泳
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
目
標
は

25
メ
ー
ト
ル
泳
ぎ
き
る
ぞ
！
∧
綾
西

小
学
校
に
て
∨


